
【対象】    令和3年度に週休２日対象工事で発注した工事を受注した業者を対象とする。

【回答】    ６６社（土木Ａ２１社，土木Ｂ４２社，土木Ｃ２社，舗装１社）

【選択状況】 対象工事１１５件，選択75件（６５．２％），達成７３件（９７．４％）

Ｑ１．就労環境について

貴社の就業規則で定めている休日について，次の中から該当するものの番号を下記に記載してください。

66 件（回答総数）

１． 完全週休２日制 28.8%（19/66）

２． ４週８休制 22.7%（15/66）

３． ４週６休制 18.2%（12/66）

４． ４週４休制 13.6%（ 9/66）

　○その他回答について（11件） ５． その他 16.7%（11/66）

・ １年単位の変形労働時間制（※）（9件）
・ 4月～9月は4週6休，10月～3月は4週8休
・ 会社勤務は完全週休2日制，現場勤務は4週4休(現場により異なる)

Ｑ２．週休２日工事の選択状況

週休２日工事の選択状況について，次の中から該当するものの番号を左記に記載してください。

66 件（回答総数）

１． 受注したすべての週休２日対象工事で選択した

45.4%（30/66）

３． 受注したすべての週休２日対象工事で選択しなかった

28.8%（19/66）

アンケート調査の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

週休２日工事に関するアンケート調査（受注者回答）【Ｒ３年度集計表】

　※　１年単位の変形労働時間制：１箇月を超え１年以内の期間を平均して，１週間当たりの労働時間が４０時間を超えな
　　いことを条件として，労働時間を配分することを認めている制度。

２． 受注した週休２日対象工事のうち，選択した工事と選択
　しない工事があった　　　　　　　　　　25.8%（17/66）
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Ｑ３．週休２日工事を選択した理由について

91 件（回答総数）

５． その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.0%（ 0/91）

Ｑ４．週休２日工事を選択しなかった理由について

75 件（回答総数）

　○その他回答について（3件）
・ 工事箇所近郊に小学校があり通学路のため休日を利用して工事を進めなければいけない状態のため
・

・ 季節雇用(日給月給)の為

週休２日工事を選択した理由について，次の中から該当するものの番号を左記に記載してください。（２つ
まで選択可能）

１． 自社の方針として週休２日に取組んでいるから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23.1%（21/91）

２． 労働環境の改善に向けて取組むことの重要性を意
　 識しているから　　　　　　　　　　　　 　34.0%（31/91）

３． 週休２日工事を選択すれば，達成したときに経費の
　割増補正などがあるから　　　　　　　 19.8%（18/91）

４． 工種と実行予算から計画工程を作成した結果，週休
　 ２日の確保が可能と判断したから 　23.1%（21/91）

週休２日工事を選択しなかった主な理由について，次の中から該当するものの番号を左記に記載してくだ
さい。（３つまで選択可能）

１． 週休２日工事の工期設定が不足
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8.0%（ 6/75）     

２． 自社都合により工事期間を短縮する必要があった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12.0%（ 9/75）　　

３． 下請会社の休日調整が困難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22.7%（17/75）　

４． 関係機関の調整に時間を要するため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14.6%（11/75）

５． 間接工事費の補正額が不足
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2.7%（ 2/75）

６． 人員的に社内体制が整っていない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8.0%（ 6/75）

７． 技能労働者の給与水準を確保するため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13.3%（10/75）　

８． 作業人員，工事機器，工事資材等の確保が困難
　なため　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　   14.7%（11/75）

９． その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　4.0%（ 3/75）

重機，仮設費の休日の経費がかかる。通年雇用者の稼働日が減る。今の賃金では，季節雇用者の収入
が減る。通年雇用者の不足が多くなる。
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Ｑ５．週休２日工事を選択した場合と選択しなかった場合がある理由について

29 件（回答総数）

Ｑ６．週休２日で工事を履行できた理由について

88 件（回答総数）

　○その他回答について（1件）
・ 住民からの苦情対策のため

Ｑ７．週休２日工事を実施したが，履行できなかった理由について（該当がある場合）

8 件（回答総数） １． 自社都合により途中で辞退した     　　　0.0%(0/8)

２． 工事内容に変更が生じたため 　　 　　　12.5%（1/8）

３． 地元調整に時間を要したため　　　 　　　0.0%（0/8）

５． 天候不順が続いたため 　　 　　　　 　　　12.5%（1/8）

10． 時間外労働が増加したため　　　　　　　0.0%（0/8）

　○その他回答について（1件）
・ 水道工事が遅延したため，乗り込みが遅れた 13． その他　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　12.5%（1/8）

週休２日工事を選択した場合と選択しなかった場合がある理由について，次の中から該当するものの番
号を左記に記載してください。（２つまで選択可能）

１． 受注した工事現場の施工条件を考慮して達成の可能性
　を判断したため　　　　　　　　 　　　　　 　48.3%（14/29）

２． 受注した時期により，自社や下請会社の人員配置を考
　慮して選択したため　　　　　　　　　　　　 37.9%（11/29)

３． 今後に備えて，いくつか週休２日工事を経験しておこうと
　思ったため 　　　　　　　　　　　　　　　　 　13.8%（ 4/29）

４． その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　0.0%（ 0/29）

週休２日で工事を履行できた主な理由について，次の中から該当するものの番号を左記に記載してくださ
い。（２つまで選択可能）

１． 現場を完全閉鎖して作業できないようにしたため
     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 14.8%（13/88） 

２． 現場の意識が高かったため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31.8%（28/88）

３． 自社の指導のため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19.3%（17/88）

４． 住民調整，関連工事，許認可関係等の庶務調整
　が少なかったため　　　　　　　　　　　　　  5.7%（ 5/88）

５． 天候不順や緊急工事等が少なかったため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27.3%（24/88）

６． その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1.1%（ 1/88）

週休２日工事を実施したが，履行できなかった主な理由について，次の中から該当するものの番号を左記
に記載してください。（３つまで選択可能）

４． 関係機関の調整に時間を要したため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    25.0%（2/8） 

６． 関連工事との工程調整のため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    25.0%（2/8）

７． 施工機械の待機日数増等による費用増のため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.0%（0/8）

８． 技能労働者の給与水準を確保するため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12.5%（1/8）

９． 作業人員，工事機器，工事資材等の確保が困難
　 になったため　　　　　　　　　　　　 　　 　  　 0.0%（0/8）

11． 工期を短縮して現場経費を縮減し，早期に利益を
　　確保したいため　　　　　　　　　　　 　　　　　0.0%（0/8）

12． 現地要望に対応する必要があったため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　 0.0%（0/8）
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Ｑ８．週休２日工事の工期設定について

工事の工期設定について，次の中から該当するものの番号を左記に記載してください。

47 件（回答総数）
１． 余裕があった 19.2%（ 9/47） 

２． 適切であった 78.7%（37/47）

３． 不足した  2.1%（ 1/47） 

Ｑ９．時間外労働について

47 件（回答総数） １． 増加した 14.9%（ 7/47） 

２． 変わらない 68.1%（32/47）

３． 減少した 17.0%（ 8/47） 

４． その他  0.0%（ 0/47） 

Ｑ10．履行確認の手法について

47 件（回答総数）
※1件未回答だが，対象外から1件回答あり

１． 現行の方法が妥当である 95.7%（45/47） 

２． 他の方法がよい  4.3%（2/47） 

　○その他回答について（1件）
・ 全て週休２日制にすべきである
・ 変形労働時間制も採用してほしい

Ｑ11．週休２日の確保について

84 件（回答総数）
１． 工事工程 26.2%（22/84） 

２． 作業人員の確保 19.0%（16/84） 

３． 工事経費 11.9%（10/84） 

４． 地元・関係機関との協議  6.0%（ 5/84） 

５． 下請業者等との調整 21.4%（18/84） 

６． 特に苦労した内容はない 14.3%（12/84） 

　○その他回答について（1件） ７． その他　  1.2%（ 1/84） 

・ 休日分の補填方法

週休２日工事の実施による時間外労働の状況について，次の中から該当するものの番号を左記に記載し
てください。

週休２日工事の履行確認は，休日等取得実績調書等により施工協議簿で行っていますが，履行確認の
手法について，次の中から該当するものの番号を左記に記載してください。

週休２日を確保するうえで，特に調整に苦労した内容について，次の中から該当するものの番号を左記に
記載してください。（２つまで選択可能）
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Ｑ12．週休２日の経費補正について

45 件（回答総数）
※2件未回答 １． 十分であった  6.7%（ 3/45） 

２． 適切であった 91.1%（41/45） 

３． 不足した  2.2%（ 1/45） 

　○不足した理由について（1件）
・ 現在の補正では所得の減少が抑えることができない

Ｑ13．週休２日工事に対する労働者の意見

週休２日工事の実施に当たり，技能労働者からの意見があれば下記に記載してください（自由回答）

48 件（回答総数）
※対象外から1件回答あり １．あり 18.8%（ 9/48） 

２．なし 81.2%（39/48） 

　○自由回答について（9件）
・

・ 仕事があれば働きたいというのが多い
・

・ 日給の作業員の給料が減少した事に不満あり
・

・ 休みはほしいが給与が減るのはつらい
・ 休日よりも所得が減るのが困る
・ 休みが多くなると十分な疲労回復ができる。労働日数が減るため給料が少なくなる等の意見があった。
・ 労務費のアップ。現場作業の年間均等化

週休２日の実施に当たり，設計変更による間接工事費の補正について，次の中から該当するものの番号
を左記に記載してください。

週休2日(特に土曜日)の出勤が無ければ，出勤日数が減り休日1.25増の金額の関係で年収が減るのは困る。
※当社は基本単価を上げて年収が減らないよう調整した

週休2日となり，体を休められるようになったが，その分稼働時間が減り給与が減るため，積算の労働単価をもっ
と上げてほしい

弊社の作業員については年齢的に高く，休みが多ければ疲れも取れ身体的にもリフレッシュでき，翌日の作業に
も活力が沸く。
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Ｑ14．旭川市の週休２日工事の制度について

65 件（回答総数）
※1件未回答 １． 現行の方法が妥当である 30.8%（20/65） 

３． 全体実工事期間のうちの休日取得割合にすべきである

26.2%（17/65） 

４． その他  0.0%（ 0/65） 

　○選択理由について（26件）

☆ １を選択した理由（5件　Ａ：４件，Ｂ：１件）
Ａ

Ｂ

Ａ 現行で特に問題は無いと思う。
Ａ 今年度すでに弊社でも4週8休で行っており，各現場での履行達成についてもクリアしているため。
Ａ 現在の履行方法で問題ありません

△ ２を選択した理由（11件　Ａ：３件，Ｂ：８件）
Ａ

Ｂ 土日作業の時は他の曜日と振り替えるなど交代制も入れて良いか。
Ｂ

Ｂ 自社が4週6休のため。
Ｂ 舗装業が市内でかなり人員不足の為，限られた班数の中で施工するに当たり，施工日程が限られてくる。
Ｂ 工程上休日を取得できない場合もあり，準備･後片付け期間に取得したい。
Ａ

Ｂ 1ヶ月単位と週単位を組み合わせる。
Ｂ 天候に左右される北海道です。柔軟な対応を持たす事を望みます。
Ａ 現場環境により週休2日の履行が難しい場合があるため。
Ｂ

◇ ３を選択した理由（10件　Ａ：４件，Ｂ：６件）
Ｂ

Ａ

Ａ 1ヶ月単位だと，天候不順が多い月に達成できないので，全体実施工事期間にした方が達成しやすい。
Ｂ

Ａ 工種により第3者の安全を確保する事を優先させると1ヶ月単位で4週8休が難しい時もある。
Ｂ 作業員の人員確保，下請業者等との調整を行いやすく，履行達成しやすいため。
Ａ

Ｂ 休日を希望するしないの作業員にバラつきが多いため
Ｂ

Ｂ

現在,市ではバランス良く休日を設定できるよう，１ヶ月単位で４週８休を取得することが週休２日工事の履
行達成の条件としておりますが，履行達成の条件について，次の中から該当するものの番号を左記に記
載するとともに，下記の（選択理由）に選択した理由を記載してください。

２． 現行の方法が妥当であるが，運用に柔軟性を持たせる
　べきである                           43.1%（28/65） 

近年の傾向を見ると，現地の要望や大きな天災が無ければ週休2日は履行できている。※ただし繁忙期(9
～11月)で工期の短い現場は資機材･労務･下請業者の確保が難しく困難な場合もある。今回は問題はあり
ませんでしたが，コロナ等で制作物や河川協議がある場合はもう少し工期に余裕がほしい。

働き方改革をしないと外仕事については人気が無い。業種のために自社としての取組を考えるのに良いと
思い。賃金だけでは人員確保は難しい。若年層の理想は時間と休日を重視していると思うので選択した。

一般に冬季と呼ばれる期間に連続した降雪などの自然現象での異常気象時での損失日数がある場合など
は１ヶ月単位での工程確保に無理が生じる場合があるので検討が必要では無いでしょうか。

天候の影響が大きいと思われるので，柔軟性を持たせるのが良い。作業員の働き方では良いが，機械等の
管理費がかなり上がってきており，それは休日が関係ないので，工事内容によって経費に影響があるかもし
れない。

工事の内容によっては，4週8休が実施できない月も発生する恐れがある。(地先の要望や施工会社の人員
の過不足等)

今回は支障が出なかったが，天候不順で作業ができない場合，土曜日に振替作業できるようにした方が良
い。

工事工程の進捗によって月単位で4週8休が達成できない月がある場合があるため工事全体工期での休日
割合で達成するのが望ましい。
準備期間，竣工期間は実施できるが作業内容によっては週休2日制は難しい状況があるので全体工期での
休日確保が望ましいと思う。

自社の都合だけでなく下請業者の都合を考慮する必要があり，１ヶ月単位では調整できない可能性が高い
ため。

屋外をメインとする土木工事は、天候の良し悪しが工程に影響を及ぼす為、工程調整が月を跨いでしまった
場合に履行達成するのが難しいのと、感染症の流行によって人員の確保が難しくなった際に、流行時期の
遅れが月を跨いだ場合、履行達成が困難になる為。

地元等の要望に答えるべく，期日までに一定区間の施工を終了させるために，休日作業を行う事で4週8休
が取得できない月があり，一方で雨が多く十分に休日が取得できた月があった時，全体では4週8休が取得
できるが，月ごとで平均すると取得できない事が起こりうるのでは無いでしょうか。
資材等も祝日，週末は調達しずらくなっており休日･振替休日にしやすいが，地先の都合，長雨等による遅
れ，各技能労務者の給料確保等の理由より平日の休日は取りずらく全体工期の方が履行しやすい。
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Ｑ15．今後，週休２日工事を受注した場合の選択の意向について

66 件（回答総数）

　○その他回答について（2件）
・ 完全週休2日に反対!!
・ 現行のまま。通年雇用するには，冬期工事の受注が難しい

Ｑ16．週休２日工事の発注方式について

60 件（回答総数）
※6件未回答

　○その他回答について（1件）
・ 希望型を望みます

政府の働き方改革に基づき，令和６年度から週休２日工事を実施しなければなりませんが，今後，週休２
日工事を受注した場合は，どのような選択をするのか，次の中から該当するものの番号を左記に記載して
ください。

１． 現在も週休２日を選択しており，今後も選択する予定で
　ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 46.9%（31/66）     

２． いままでは週休２日を選択していなかったが，今後はす
　べて選択する予定である 　　　　　　　　　 7.6%（ 5/66）　　

３． 社内の体制を整理しているところであり，整い次第週休
　２日で選択する予定である 　　　　　　　　34.9%（23/66） 

４． 令和６年度までは現行のままで，令和６年度から週休２
　日で選択する予定である 　　　　　　　　　 7.6%（ 5/66） 

５． その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3.0%（ 2/66）

週休２日工事の発注は，契約後に請負人が週休２日による施工を選択する「受注者希望型」と，発注者が
週休２日に取組むことを指定して契約する「発注者指定型」の発注方式があり，本市では受注者希望型か
ら順次発注者指定型へ移行し，令和６年度にはすべて発注者指定型とする予定です。このことについて
次の中から該当するものの番号を左記に記載してください。

１． なるべく早く発注者指定型に移行するべきである
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 31.7%（19/60） 

２． 受注者希望型の履行状況を勘案して段階的に移行する
　べきである 　　　　　　　　　　　  　56.7%（34/60）

３． 達成率による経費の補正は変わらないのでどちらでもよ
　い　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 10.0%（ 6/60）

４． その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 1.7%（ 1/60）
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Ｑ17．週休２日工事全般について

今後も週休２日工事を実施するに当たり，改善点や要望等があれば下記に記載してください（自由回答）

66 件（回答総数） １．あり 22.7%（15/66） 

２．なし 77.3%（51/66） 

　○自由回答について（15件）
・

・

・

・

・

・

・

・ 週休２日での経費を上げてほしい。(作業員の所得が減少しないように)
・

・

・

・ 冬期に掛かる工事においては，余裕のある工事期間を設定してほしいと思います。
・ 冬期発注工事の増加を希望します。
・ 全体工期の始期から終期で週休2日を検討してほしい
・

余裕を持った工期の設定。降雨･降雪などの気象条件に伴う柔軟な工期変更。労働者の給与水準の確保及び施
工機械の待機日数増に伴う諸経費の増額。

公共工事での実施は，工期に余裕があれば実施できると思います。天候不順，災害等での実施困難な時の対応
も必要かと思います。しかしそれだけで「働き方改革」になるかは懐疑的です。

労働者の休日分の最低保証賃金の経費を見直すべきである。週休2日の場合の経費率の見直しをしてほしいで
す。(現状は低い)受注者希望型の工事発注を望む。

発注者は発注前に埋設物等について調査し，移設後工事に支障が無いよう発注してほしい。(可能な埋設物，電
柱等について)

道路工事など市街地の施工にあたっては，どうしても休日に行わなくては場合や，その期日まで完了しなければ
ならないなどの制約等がある場合の週休2日及び4週8休への取組に支障がある場合があるのでは。

休日をこれ以上に増やさないよう願う。休日が多くなればサービス業の負担が大きくなり，それに変わる人員も必
要だし費用も莫大になる。

各業界，技術者不足，作業員不足となっており，上記を考慮して工期を延ばし請負金額も上げる方向で進めてほ
しい。

北海道は年の1/3は雪との闘いです。年中同じ条件で施工できる本州とは違います。少しでも天候の良い時期に
施工を終える事を選びます。未だに日給を望む方が多いのが現実です。除雪で週休2日は可能ですか？これ以
上書ききれません。

行政主導による積極的な建設DX化（ICT、IoT、AIの導入等）を推進して旭川の建設会社が最先端技術を導入す
る事で、生産性を向上し、週休2日工事を達成させる。その為の補助や補正をしてほしいです。

土木工事業に対する若人の興味が無い事が大変な問題であると思われる。週休2日制は工事の天候によるため
の休日ではなく土日の休日が当たり前なのかと考えさせられる。今のような入札くじ引きになるような状況では今
後の会社の運営に正直不安を感じる。

100MB越えの電子データを送受信できるように旭川市もサーバー等を設置してほしい。なるべく届け物を少なくし
てほしい。
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